





















































































































































































































































のである」 (p. 730) という、スエトニウスには見られない、かなり独断
的な見解が示される。さらに、 「私はこの人物の偉大さと彼の素晴らしい













































ケロの場合ー ーー 」 inGALLIA, N°35, 1995, pp. 1-8. 
88 
2〕 PrierreVilley, Les Sources et !'Evolution des Essais de Montaigne, 
(Hachette,) 1908, 2 vol及び、拙稿“L’evolutionde I’idee de《vertu》
chez Montaigne - La signification de la 《peintured’autrui》一一”







3) Roy. E. Leake, Concordance des Essais de Montaigne, (Droz，〕 1981,









5) ヴィレーはエセーの構成要素として、 《des reflexions pratiques, des 
citations et des exemples empruntes, des experiences des impressions 
personnelles｝の3つの側面を挙げている。 Villey，。ρ.cit., Il, p. 274 
参照。
6) Villey, oρ. cit., I, pp. 38-70及びpp.528-535参照。






ケ所の借用があるとされる。 Villey,oρ. cit., I, p. 222参照。モンテーニュ
が用いたのはラテン語原典であるが、本稿では現代フランス語訳に基づく
拙訳を示す。 Suetone,Vie de douze cesars, texte etabli et traduit 
par Henri Ailloud, (Societe d’edition《LESBELLES LETTRES》，）
モンテーユュにおける「他者描写」の方法的意義 89 
1967, I, Cesar, LXII, pp. 41-42. 
9) モンテーニュはジャック・アミヨのフランス語訳によってプルタルコスの
『英雄伝』を読み、 『エセー』には合計140回『英雄伝』からの借用や引
用があるとされる。 Villey，。ρ.cit., I, pp. 198ー200参照。本稿では現代
フランス語対訳の版を示しておく。 Plutarque, Vies, texte etabli et 
traduit par Robert Flanceliere, (Societe d’edition《LESBELLES 
LETTRES》，） 1975, IX, Cesar, 65, p. 216. 
10) Suetone, op. cit., LXVII, p. 46. 







ス文学研究』 N°39, 1981, pp. 1-10参照。いずれにせよ、極めてモンテー
ニュ的な記述であると言える。
12) Plutarque, oρ. cit., 4, p. 149拙訳。グィレーはこの典拠を ibid.,1と
しているが、そこには同様の記述は見られない。 Essais,p. 1297参照。
13) Jean-Marie Campain，“Montaigne, admirateur de J. Cesar？” in 
Montaigne et l' Histoire, (Klincksieck,) 1991, pp. 70ー71.
14) Essais, p. 288など4ケ所では事例から「自己描写」に移行している。
15) シャンティイー図書館にはモンテ｝ニュのサインと注釈が書き加えられた
ラテン語原文の版が所蔵されており、巻の冒頭にこの日付が記されている。
Villey，。ρ.cit., I, pp. 90-92参照。
16〕 Suetone,op. cit., XLV, p. 32. 
17〕 Ibid.,XLIX-LII, pp. 34-37. 
18) Ibid., LIII・LXXV, pp. 37-51. 
19) Ibid., LXXVI-LXXVIII, pp. 51-55. 
20〕 キケロに関しでも、モンテーニュはその「野心」を痛烈に批判している。
「野心」は彼が意識的に遠ざけた情念と言えるかもしれない。注1参照。
（大学院後期課程学生〉
